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認知症作業療法活動計画（概要）

山口県作業療法士会では，地域包括ケア推進部の中に認知症初期集中支援委員会を置き,現
在8名の委員が活動しています.R2年度は,①認知症アップデート研修,②認知症関連研修,③
事例検討会の実施を計画しています.認知症アップデート研修の受講状況を加味し,臨床実
践力の向上に向けた認知症ステップアップ研修がR3年度に実施できるよう,他士会の取り組
みを参考にしながら,カリキュラムの準備を行っています.また,認知症にやさしい図書館プ
ロジェクトとして,周南市立図書館とのコラボ事業を進めています.

R1年度下半期の活動報告

① RUN伴2019山口への参加
2019年10月26日(土)・27日(日)に,県内10市2町で実施された
RUN伴に,各地の実行委員やランナーとして会員が参加しました.
② 第31回山口県作業療法学会分科会企画
2019年11月17日(日)に開催された学会分科会企画として「認知
症Otcafeへようこそ～見てみよう,いろいろな取り組み～」を開
催しました.県内でRUN伴・認知症カフェ・認知症キャラバンメ
イト活動に取り組む会員の実践発表や,関連書籍の展示,カフェタ
イムでの交流を行いました.
③ 第20回山口県介護保険研究大会での展示
行政・介護支援専門員・サービス事業者が参加する会にて,山口
県士会の活動報告の展示コーナーを設け,PRを行いました.
④ やまぐち作業療法フェスタへの開催協力
事業部主催の一般公開講座 講演「認知症になっても当たり前に
過ごしたい」講師:藤田和子氏(日本認知症本人WG代表理事)の運
営協力を行いました.一般の方からも74名の参加をいただき,関心
の高さを痛感しました.

認知症の人と家族の会との連携事業

県受託事業である若年性認知症カフェ カフェふしのへの参加協
力を行ってきました.今年度からは,会員2名が認知症の人と家族
の会山口県支部世話人となり,県外支部との交流事業やつどいの
運営協力に参加していく予定です. R3年度には,山口県での全国
研修会が予定されており,士会としても協力・支援ができたらと
考えています.

COVID-19の感染防止の観点より,今年度の活動計画は一旦凍結
となっていますが,下半期での実施形態・方法について計画の
修正を行う予定です.オンラインでの実施等に向けて,準備して
いきたいと考えています.

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

今後の展開
①認知症ステップアップ研修カリキュラム構築と実施
②県・市町との連携に向けた実態把握や意向調査の実施.
それを踏まえた人材育成と①をリンクさせた展開


